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予約方法 

※市役所・区役所での来訪予約はできません。 

１．インターネット予約  

２．電話予約 

福岡市新型コロナワクチン接種コールセンター 

電話番号：092-260-8405 多言語対応可能 

受付時間：8：30～17：30（土日祝も実施） 

※耳が不自由な方など電話予約が難しい方のお 

問い合わせ専用 FAX 番号：092-260-8406  

３．クリニックで予約 

接種までの流れ 

１．市からの通知（接種券を含む）を受け取る 

２．事前予約（インターネット・電話・クリニック） 

３．接種会場に行きワクチンの接種を受ける【２回】 

※市からワクチン接種に必要な接種券及び予診票を

送付します。大切に保管いただき、ご自身の接種時期

までお待ちください。 

接種場所 

地域の接種可能なクリニックのほか、集団接種会場

を設置します。これらの施設等での接種のほか、高齢

者施設等への「出張接種」を実施。 

南区のクリニックは、こちらから検索 

 

接種券の送付について 

令和 3 年 4 月 27 日から、65 歳以上の方に対して

接種券を順次発送します。大切に保管ください。 
 

接種開始日 

地域のクリニックで実施する個別接種 

→令和 3年 5月 24日から開始 

マリンメッセ福岡 B 館で実施する集団接種 

→令和 3年 5月 13日から開始 
 

予約開始日時 

75歳以上の方 

→令和 3年 5月 12日 午前 10時から 

65歳～74 歳の方 

→令和 3年 5月 19日 午前 10時から 

接種券送付時に同封している、接種可能なクリニッ

クを確認のうえ、直接予約をお願いします。 
 

接種対象者 

福岡市に住民登録のある 

16歳以上の方 

（外国人を含む） 
 

接種費用 

無料（全額公費） 

公明党福岡市議団：福岡市中央区天神１丁目 8－１  自宅・事務所：福岡市南区長丘２丁目              

TEL：092-711-4728  市議団ホームページ：https://www.komei-fukuokacity.net/                 

 

 

 

 福岡市議会議員 

【公明党】南区 松野 隆 NEWS 

 

コロナ関連号 
2021.5.12 

新型コロナウイルスワクチンの接種について 

 

 

 新型コロナウイルスにより、日々の生活や、就労、業務などへの影響が長期間に及んでおります。 

今回はワクチン接種に関する情報や、緊急事態宣言下での支援策等についてお知らせいたします。 

松野隆 ホームページ コロナ          検索 

☟ 
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集団接種会場 

5月から 6 月まで：マリンメッセ福岡 B 館 

７月以降（予定）：南体育館、なみきスクエア、福岡

南地域交流センター（さざんぴあ博多）、中央体育館、

城南体育館、ももち体育館、西部地域交流センター 

（さいとぴあ） 

 

高齢者施設における接種について 

介護老人福祉施設等に入所・入居する高齢者（令和 3

年度中に 65 歳以上に達する方）が対象。 

施設詳細につきましては、福岡市ホームページ、また

は、松野隆ホームページにてご確認ください。 
 
 
 
 
                     

接種券の再発行等について 

紛失・破損等による接種券の再発行、転入による発

行申請。※現在、申請できるのは、令和 3年度中に

65歳以上に達する方。 

申請方法：電話・インターネット・郵送 

福岡市新型コロナワクチン接種コールセンター 

電話番号：092-260-8405 多言語対応可能 

受付時間：8：30～17：30（土日祝も実施） 

※耳が不自由な方など、電話相談等が難しい方の 

お問い合わせ専用 FAX 番号：092-260-8406 
 
 
 
 

住所地外接種 

福岡市外に住民登録をしているが、やむを得ない事情

により、福岡市で接種を受けるための届け出。 

接種の際には、提出いただいた後に発行する、住所地

外接種届出済証の持参が必要。 

申請方法：インターネット、郵送 

詳細は、福岡市ホームページにてご確認ください。 

ワクチン接種に係る相談窓口 

 

福岡市ワクチン 高齢者施設  検索  

福岡市新型コロナワクチン接種 

コールセンター 
 

福岡市のワクチン接種に関する問い合わせや相談 

電話番号：092-260-8405 多言語対応可能 

受付時間：8：30～17：30（土日祝も実施） 

※耳が不自由な方など、電話相談等が難しい方の

お問い合わせ専用 FAX 番号：092-260-8406 

 

福岡県新型コロナウイルス 

ワクチン専用ダイヤル 
 

副反応等に係る専門的な相談に関する問い合わせ 

電話番号：0570-072972（ナビダイヤル） 

受付時間：24 時間（土日祝も実施） 

※外国語での相談窓口 

電話番号：092-687-4884 

受付時間：24 時間（土日祝も実施） 

 

厚生労働省 

新型コロナワクチンコールセンター 
 

新型コロナワクチン施策の在り方等に関する 

問い合わせ 

電話番号：0120-761770（フリーダイヤル） 

多言語対応可能 

受付時間：９：00～21：00（土日祝も実施） 

※タイ語及びベトナム語の受付時間は 

タイ語：９：00～18：00 

ベトナム語：10：00～19：00 

 

コロナワクチンナビ            検索 

         検索 

 



 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

  

飲食店を支えるテイクアウト支援 

福岡市テイクアウト支援事務局 

電話番号：090-8403-7300 

または 080-8574-9289 

受付時間：10：00～18：00（平日） 

※5 月下旬から問い合わせ先、時間等が変更予定 
 

テイクアウトに取り組む飲食店に対し、割引などの

特典を付けていただくことで、１店舗あたり 10 万

円を支援するとともに、当該店舗情報をホームペー

ジ等で広報。 

対象期間＜予定＞：令和３年５月６日から６月５日 

申請開始：令和 3年 5月下旬頃 

支給開始：令和 3年 5月下旬頃 

 

売上が減少した事業者への支援 

令和 3 年 5 月の緊急事態措置に伴う飲食店等の休

業・時短要請や、不要不急の外出・移動の自粛等によ

り影響を受け売上が減少した事業者のうち、国の支

援金等の対象とならない事業者に対し、支援金を支

給。 

申請開始：令和 3年 6月中旬頃 

支給開始：令和 3年 6月下旬頃 

※申請・支給ともに国の制度が確定した後、実施予定 

※緊急事態措置の期間（令和 3年 5月 12日～5月

31 日）を対象に再実施。 

詳細は後日ホームページに掲載 

 

商店街支援事業 

経済観光文化局 地域産業支援課 

電話番号：092-441-3303 
 

市民が安全に商店街を利用できるよう、商店街が取

り組む感染症対策にかかる費用の 5分の 4、50万

円を上限に支援。 

申請期間： 

令和 3年 3 月 8日～令和 4 年 3月 31 日 

休業要請への協力店舗等への家賃支援 

福岡市緊急経済対策実行委員会 

（福岡市飲食店支援担当） 

電話番号：090-8403-7300 

または 080-8574-9289 

受付時間：10：00～18：00（平日） 
 

福岡県からの休業要請に協力した飲食店等を対象

に、店舗等の賃料１カ月分の５分の４、50万円を上

限に支援。 

時短営業は対象外。 

申請開始：令和 3年 6 月中旬頃 

支給開始：令和 3年 6 月下旬頃 

 
 
 

感染症対応シティ促進事業 

感染症対応シティ促進事業 事務センター 

電話番号：092-707-3046 

受付時間：9：00～18：00（平日） 
 

市民に商品販売やサービス提供を行う来店型の施設

等を対象に、感染症対策強化の取り組みにかかる物

品・サービス導入経費や工事経費の 3 分の 2、60

万円（うち、物品・サービス導入経費は上限 20 万）

を上限に支援。 

申請期間： 

令和 3年 3 月 10日～令和 3 年 6 月 30日 
 
 
  
 
 
※当支援事業をよそおった詐欺や不審な電話・営業

活動にご注意ください。 

 

福岡市独自の支援策 

 

 

休業要請への協力店舗等への家賃支援          検索 

感染症対応シティ促進事業          検索 
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医療・介護給付金の交付 

医療従事者支援：入院患者 1人当たり 30万円を受

入れ医療機関を通じて、医療従事者に支給。 

感染者 1人当たり 15 万円を高齢・障がい者施設を

通じて、介護従事者に支給。 

クラスター発生施設への専門職等の派遣 

クラスターが発生した医療機関や介護施設等に対し

て、速やかに外部の感染症専門医や保健所職員等を

派遣し、感染拡大防止策を講じた自律的な施設運営

を支援。 

 

 

 

 
 
 

 

松野たかしホームページ：https://www.komei.or.jp/km/matsuno/   E-mail：matsuno@komei-fukuokacity.net 

 

  

 

コロナ禍における女性特有の負担軽減に

関する緊急申し入れ 
 
今、世界各国で女性の月経に関する「生理の貧困」が

問題となっています。「生理の貧困」とは、生理用品

を買うお金がない、また、利用できない、利用しにく

い環境にあることを指し、オンラインアンケート調

査によると、5 人に 1 人の若者が金銭的な理由で買

うのに苦労した、他の物で代用しているなどとの結

果が出ています。また、ネグレクトにより親等から生

理用品を買ってもらえない子どもたちがいるとの指

摘もあります。こうした状況を受け、令和 3年 3月

25 日、髙島市長宛てに公明党福岡市議団として、本

市において、1 日も早く対策を行っていただくよう、

緊急に申し入れを行いました。 
 

   
 

新型コロナウィルス対策に関する緊急申

し入れ（第 7 回） 
 
新型コロナ感染症の「第４波」が深刻化する中、３度

目となる「緊急事態宣言」が 4 都府県に発出され、

全国的には「過去最多」の新規感染者数も増えていま

す。福岡県においても４月中旬以降２０代から３０

代を中心として全世代で新規感染者が急速に増加

し、予断を許さない重大な局面を迎えています。福岡

市では、変異株の猛威による急速な感染拡大への 対

応が急務であります。 

そこで、公明党福岡市議団は、令和 3年 4月 30 日、

髙島市長宛てに『市民の生命を守るため、感染が更に

拡大すれば、躊躇なく「まん延防止等重点措置」や「緊

急事態宣言」発出の要請を県と協議し、国に対して行

うこと。』を柱とする 10項目にわたる、第 7回目と

なる新型コロナウイルス対策に関する緊急申し入れ

を行いました。 

福岡県からの要請等 

 

緊急申し入れを行いました 

お酒及びカラオケの提供を終日見合わせて、２０時

までの営業時間の短縮に応じていただく飲食店へは

協力金（売上高に応じ１日４～１０万円、大企業は

最大２０万円）を給付。 

休業あるいは酒・カラオケの提供を止めて２０時ま

での時短営業に協力いただく事業者に、店舗の家賃

月額の２／３、上限を２０万円とした、県独自の「家

賃支援」。 

    

国は、緊急事態宣言に伴う飲食店の休業・時短営業、

外出自粛等の影響により、売上が５０％以上減少し

た中小事業者に対して、月次支援金を支払う。（上限：

法人２０万円、個人事業者１０万円） 

県では、国の月次支援金の対象とならない、売上が

３０％以上５０％未満減少した中小事業者等に支援

金を給付。法人は、ひと月１０万円以内、個人事業

者はひと月５万円以内。 

酒類の提供を停止する飲食店と取引のある酒類販売

事業者を支援。支援額は、法人はひと月２０万円以

内、個人事業者はひと月１０万円以内。 


